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団 体 名 特定非営利活動法人チャイルドラインむさしの  

アドレス（ＨＰ、ツ

イッタ―、ＦＢ等） 
https://sites.google.com/view/childline-musashino 

事業の名称 受け手養成研修 

事業の目標 

１、受け手を増やし子どもからの電話を 1 件でも多く受け、子どもを支える。 

２、研修の一部を公開講座にし、子どもの身近にいるおとなに子どもの現状を知って

もらい、子どもの生きやすい環境作りを目指す。 

 

事業の内容（概要） 

いつ、どこで、誰に、

何を、どうした 

１、９月８日（日）講義 かたらいの道・市民スペース 
  子どもたちの声を聴くための基本・チャイルドラインについて チャイルドラインむさしの担当 

２、９月２９日（日）講義 西久保コミセン 子どもたちの声を聴く 
  講師：瓦田尚氏（都立高校教諭）・卒業生２名 
３、１０月５日（土）講義 子どもの居場所 講師：阿比留久美氏（早稲田大学教授） オンライン 

４、１０月１２日（土）ワーク（ロールプレイ） 西久保コミセン 
  講師：寺出壽美子氏（NPO法人日本子どもソーシャルワーク協会理事長） 
５、１０月１９日（土）講義 子どもアドボカシーについて 

  講師：川瀬信一氏（一般社団法人子どもの声からはじめよう代表理事）オンライン 
６、１１月９日（土）講義 ゼロワンホール 子どもたちの現状 
  講師：寺出壽美子氏（NPO法人日本子どもソーシャルワーク協会理事長） 

７、１２月１日（日）ワーク（ロールプレイ）西久保コミセン  チャイルドラインむさしの担当 

８、１月１９日（日）ワーク（ロールプレイ）西久保コミセン  チャイルドラインむさしの担当 

９、２月９日（日）公開講座 武蔵境スイングホール いじめの現状・子どものために大人ができること 

  講師：須永祐慈氏（NPO 法人ストップいじめ！ナビ副代表） 

１０、３月９日（日）ワーク（ロールプレイ） 西久保コミセン チャイルドラインむさしの担当 

※ ３、５は東京のチャイルドライン実施団体との合同研修 

対象 ９以外は受け手養成研修生と受け手 ９は研修生、受け手、会員、一般の方 

事業の成果（参加人

数、実施回数、質な

ど具体的に記入。） 

〇養成研修に８名の参加があった。問い合わせは１５名あり、チャイルドラインの活

動を知ってもらうことができた。 

〇受け手養成研修はプログラム通りに内部研修、公開講座を実施できた。 

 子どもたちの現状を様々な分野の専門家から学ぶことで子どもたちの現状を理解

し、実際にどのように電話を受けるのかを何度もワークを行うことで、難しい内容

でも落ち着いて受けとめ、支える基本を身につけることができた。 

〇いじめについての公開講座を開催し、参加者２７名のうち１２名が一般からの参加

だった。いじめについては様々な情報がありどれが正しいのかと迷うこともある

が、データを多く使い、被害、加害、どのように子どもを支えるのかがわかりやす

い講演で大変好評だった。 

〇広報は、電子チケット決済システム、チラシの送付、公共施設での配架を行ったが、

市報を利用できず前年度より参加者が減少した。 

目標の達成度 

（自己評価） 

■１．達成できた              □３．あまり達成できなかった 

□２．ある程度達成できた      □４．達成できなかった 



令和６年度 武蔵野市特定非営利活動法人補助金交付事業報告シート 
 

 

自己評価の理由 

※公益性の増進、団

体の発展性、実効

性、補助金を除く資

金調達の達成度な

どについて、具体的

に記入。 

〇養成研修に８名の研修生を迎えることができ、研修終了後には受け手の人数が増

え、これまでよりも多くの子どもたちの電話を受けることができる。 

 受け手が増えることで、電話を受ける現場に余裕が生まれ、難しい内容にもより丁

寧な対応が期待でき、子どもたちを確実に支えることにつながる。 

〇公開講座では、いじめの被害者を具体的にどのように支えるのかという内容が参加

者に受けとめられ、感想には「実際にやってみようと思う」という内容が複数あっ

た。一般からの参加はほとんどが子ども支援関係者だったので、それぞれの子ども

の現場で活かしていけると期待できる。 

今後の課題・抱負 

〇子どもたちは電話よりもオンラインチャットを選ぶ傾向にあり、研修生には電話で

の実践を積んで、件数の増えているオンラインチャットの受け手にもなってもら

い、より多くの子どもを支えたい。 

〇公開講座の内容が参加者に大変好評だったので、もっと多くの参加があればよかっ

たと思う。一般の参加者を増やすために広報に力を入れていきたい。 

活動状況について 

 

公開講座（２月９日） 

 －子どもの命を守るためにおとなにできること－ いじめ、見えていますか？                                                                        

 


